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２〜３市政１年間の取り組みを検証
（平成18年度の決算）

４〜５常任委員会報告

普段見慣れた風景も季節や時間帯によっていろいろな表情を

見せてくれます。

議会を傍聴しませんか？
　　次の定例会は、12 月４日（火）開会予定です。

この広報紙は環境保護のために古
紙配合率 100％の再生紙と植物
性大豆油インキを使用しています古紙配合率 100％再生紙を使用
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委員長 仙波　信綱

副委員長 菊池　節子

委　 員 相田　一良

　〃 岩見　正純

　〃 勝田　道雄

　〃 風野　和視

議長 小林　正紀

内　　　　　　容

菊池節子

編 集

後 記

7月 10日 議会広報特別委員会

11日 議会運営委員会

４常任委員会合同委員会

18日 総務常任委員会

20日 議会広報特別委員会

31日 総務常任委員会

8月 ２日 県西総合病院組合議会

９日 総務常任委員会

10日 議会運営委員会

22日 福祉環境常任委員会

24日 総務常任委員会

建設経済常任委員会

29日 議会運営委員会

31日 議会全員協議会

9月5～18日 第３回定例会

18日 議会広報特別委員会

21日 ４常任委員会合同委員会視察研修会

10月 ２日 議会広報特別委員会

議会運営委員会

議会全員協議会

第1回臨時会

９日 福祉環境常任委員会

12日 筑北環境衛生組合議会

17日 行政視察来庁（山形県西川町議会）

18日 議会広報特別委員会

議会全員協議会

  月　日

　桜川市になって丸２年が経ちまし

た。合併前は「いいこと」ばかり強

調されていましたが、スタートして

みるとそう簡単なことばかりではあ

りません。

　国保税、水道料金の違い。公民館

活動の違い。シルバータクシー券の

配布等、３自治体が本当に融合する

には、まだまだ時間がかかると思い

ます。

　私たち議員の役割は、皆さんの声

を聞き、少しでも不調和音を少なく

して、「だれにとっても住みよい桜

川市」をつくることにあると思って

います。

　市議会では市議会だよりに『私のメッセージ』コーナーを設置し、広く市民の皆様

からのご意見を募集いたします。奮ってご応募ください。

　応募方法：封書・FAX またはメールで 600 字以内（氏名・住所・電話番号を記入）

　応募のあて先・お問い合せは市議会事務局まで

　　TEL 0296-75-3111　FAX 0296-75-6633

　　〒 309-1292　桜川市岩瀬 64 番地２　E-mail  g ika i@c ity .sakuragawa. lg . jp
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迎
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わ
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と
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。
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中
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見
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